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 ○おむつ交換の衛生管理 

 
○糞便処理の手順を職員間で徹底する。 

○おむつ交換は、手洗い場があり食事をする場所等と交差しない一定の場所で実施する。 

○おむつの排便処理の際には、使い捨て手袋を着用する。 

○下痢便時には、周囲への汚染を避けるため、使い捨てのおむつ交換シート等を敷いて、おむつ交

換をする。 

○おむつ交換後、特に便処理後は、石けんを用いて流水でしっかりと手洗いを行う。 

○交換後のおむつは、ビニール袋に密閉した後に蓋つき容器等に保管する。 

○交換後のおむつの保管場所について消毒を行う。 

 

○下痢の対応・ケア について 

 

○以下のことに留意し、感染予防のため適切な便処理と手洗い（液体石けんも用いて流水で30秒

以上実施。）をしっかりと行う。 

・おむつ交換は決められた場所で行う（激しい下痢の時は保育室を避ける。） 。 

・処理者は必ず手袋をする。 

・使い捨ておむつ交換専用シートを敷き 、一回ずつ取り替える 。 

・お尻がただれやすいので頻回に清拭する 。 

・沐浴槽等でのシャワーは控える 。 

・汚れ物はビニール袋に入れて処理する 。 

・処理後は手洗いを十分に実施する。 

 

※便の処理グッズ の例 

・使い捨て手袋 

・ビニール袋 

・使い捨て おむつ交換専用シート 

・使い捨てマスク、 使い捨てエプロン（激しい下痢の時の対応用） 

 

※診察を受ける時 

・診察を受けるときは、便を持っていく 便のついた紙おむつでもよい。 

・受診時に伝えるべきこと 

便の状態 量、回数、色、におい、血液・粘液の混入状況。（携帯で便の写真を写していくと 

便利である。） 

・子どもが食べた物やその日のできごと ・家族やクラスで同症状の者の有無 等 



 

 

 

 

 

 


